
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年９月１４日 

令和 4（2022）年度第 5 回定例記者会見 

日時： 2022 年 9 月 14 日（水）10:00～11:30 

場所： 豊橋技術科学大学 事務局３階 大会議室  

YouTube でのライブ配信も行います。 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=UzewFNBpKII（オンデマンド閲覧） 

              ＜本件連絡先＞ 

              総務課企画・広報係 高柳・岡崎・高橋 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

 

＜記者会見項目予定＞ 

①  豊橋技術科学大学 将来ビジョンを策定しました。 

 【学長 寺嶋 一彦】（別紙１参照） 

②  医療診断技術を技科大の AIが変える 

 診断画像から AI自動診断補助システムを目指して 

 【情報・知能工学系 助教 浅川 徹也】（別紙２参照） 

③  ダイバーシティ推進センターの活動報告 

 ☆くるみん認定・イクボス宣言 

 ☆活動報告及びイベント案内 

 【ダイバーシティ推進センター長/副学長（ダイバーシティ担当）中野 裕美】（別紙３参照） 

④ 2022年度一般公開講座 -化学を電気に、電気を化学に変換融合させる先端デバイス- 

 開講のお知らせ 

 【研究推進･社会連携課社会連携係】（別紙４参照） 

⑤ 令和 4年度（2022年度）定例記者会見開催日程（別紙５参照） 
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による地域の活性化

＜別紙１＞
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 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年９月１４　日 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学情報・知能工学系 浅川徹也助教の研究チームは、3D 胸部 CT データ

から、結核患者の病症の検出と３つの病症（分厚化、石灰化、空洞化）をマルチラベル（複

数個）問題として正確に推定しました。 

まず、結核患者の 3D 胸部 CT データから肺のみ（空間、脂肪、骨などを除く）の 2D 画

像データを抽出し、病症の検出では、すべてに病症のラベル付を行ったのちに、物体検出

モデルを基としたオリジナルのモデルを生成しました。また、マルチラベル推定では、CT

画像の超解像度画像を生成し、深層学習を用いて全体画像と病症のある画像の特徴量を生

成し、結合することによりこれまでに無い推定モデルを開発しました。この技術を用いて

診断画像から AI を活用した自動診断補助システムを開発することにより、医師の診断の

効率化、院内業務を効率化することが可能となります。 

＜詳細＞ 

2022 年 9 月 5 日から 8 日に開催された国際コンペティションである CLEF2022 

( https://clef2022.clef-initiative.eu/ )の ImageCLEF( https://www.imageclef.org/2022 )の

Tuberculosis タスクにおいて、病症の検出では世界 3 位、マルチラベル推定では世界 2 位

を獲得しました。本研究でのデータセットは、ImageCLEF 2022 Tuberculosis - Caverns 

Detection task と Report task データセットを用いました。 

Caverns Detection task では、

トレーニングセットには 559 名

の結核患者と健常者、テストデ

ータには 140 名の結核患者と健

常者の 3D 胸部 CT データを用

い、スライスの画像サイズは、

512×512 ピクセル、スライス数

は約 100 枚でした。CT 画像に病

症のある画像にバウンディングを作成し、これを病症のある画像全てに行いました。そし

て、物体検出モデル YOLO-V3 基とした病症の検出モデルを開発しました。結果は約 19%

で世界 3 位を獲得しました。 

Caverns Report task では、トレーニングセットには 60 名の結核患者と健常者、テス

トデータには 16 名の結核患者と健常者の 3D 胸部 CT データを用い、スライスの画像サ

イズは、512×512 ピクセル，スライス数は約 100-250 枚でした。SRGAN を用いて生成し

た画像から、超解像度画像を生成し、全体画像と病症の画像に分け、両方の特徴量を抽出

し、結合させマルチラベル問題を推定するために開発した独自モデルを提案しました。結

果は、約 66%で、世界 2 位でしたが、1 位とは 3%差であり、3 つのラベルのうち 2 つは

1 位を獲得しました。 

＜今後の展望＞ 

病症の検出において、開発したモデルは健常者、患者を混ぜたモデルであり、高精度に

なるように改良すれば、より実用性の高いシステムを開発することが期待できます。また、

マルチラベル問題においては、学習データの数が 60 名とかなり少数にもかかわらず、好

成績を出すことができたことから、患者のデータが少ない病気や、難病など推定が困難な

病気にも開発したモデルが対応できると考えます。 

医療診断技術を技科大の AI が変える 
～診断画像から AI自動診断補助システムを目指して～ 

3

https://clef2022.clef-initiative.eu/
https://www.imageclef.org/2022


＜論文情報＞ 

Overview paper: 

Kozlovski, S., Dicente Cid, Y., Kovalev, V., & Müller, H. (2022). Overview of ImageCLEFtuberculosis 

2022-CT-based caverns detection and report. In CLEF2022 Working Notes, CEUR Workshop 

Proceedings, CEUR-WS. org< http://ceur-ws. org>, Bologna, Italy. 

Conference paper: 

Asakawa, T., Tsuneda, R., Shimizu, K., Komoda, T., & Aono, M. (2022). Caverns Detection and 

Caverns Report in Tuberculosis: lesion detection based on image using YOLO-V3 and median based 

multi-label multi-class classification using SRGAN. In CLEF2022 Working Notes, CEUR Workshop 

Proceedings, CEUR-WS. org< http://ceur-ws. org>, Bologna, Italy. 

関連外部資金： 

非侵襲的検査における深層学習を用いたマルチラベル問題での病症の推定 日本学術振興会 科学研究

費助成事業 基盤研究(C) 2022 年 4 月 - 2025 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

病症検出生成モデル 

物体検出モデル Yolo V3 を用いて病症の検出を提案した。さらにラベル付を行い、一から学習したモデ

ルを作成 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509  

Email: kouho@office.tut.ac.jp  

病症のマルチラベル問題推定モデル 

SRGAN を用いて医療画像から　超解像度画像を生成、全体画像と病症の画像に分け、両方の特徴量を抽

出し、結合させマルチラベル問題を推定するために開発した独自モデル 
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AI
AI

e-mail: asakawa@kde.cs.tut.ac.jp
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ImageCLEF Tuberculosis CT analysis
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ImageCLEF Tuberculosis CT analysis

Tuberculosis report ( )
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https://github.com/tensorlayer/srgan
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ImageCLEF Tuberculosis CT analysis

Tuberculosis report ( )
SRGAN

https://github.com/tensorlayer/srgan

ImageCLEF Tuberculosis CT analysis

Tuberculosis report ( )
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ImageCLEF Tuberculosis CT analysis
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ImageCLEF Tuberculosis CT analysis
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Overview paper:
Kozlovski, S., et al. (2022). Overview of ImageCLEFtuberculosis 2022-CT-based caverns detection 
and report. In CLEF2022 Working Notes, CEUR Workshop Proceedings, CEUR-WS. org< 
http://ceur-ws. org>, Bologna, Italy.

Conference paper:
Asakawa, T., et al. (2022). Caverns Detection and Caverns Report in Tuberculosis: lesion detection 
based on image using YOLO-V3 and median based multi-label multi-class classification using 
SRGAN. In CLEF2022 Working Notes, CEUR Workshop Proceedings, CEUR-WS. org< http://ceur-
ws. org>, Bologna, Italy. 

(C) 

16
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 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年９月１４　日 

 

 

１． くるみん認定・イクボス宣言 

一般事業主行動計画に基づき、2019 年 4 月から 2022 年 3 月までに実施してきた施策と取り組

みの成果が認定基準を満たし、2022 年 7 月 21 日に豊橋技術科学大学が「くるみん認定」を受

けました。さらにワーク・ライフ・バランスの向上を目指し、個人のキャリアを応援する上

司「イクボス」として、8月 19日に寺嶋学長が「イクボス宣言」をしました。今後、教職員の

ワーク・ライフ・バランスの推進に向けた職場環境の整備とサポート体制の充実に積極的に取

り組んでいきます。 

２． イベント等 

（１）川柳コンテスト（報告） 

山本進一審査委員長（理事・副学長）のもと、学生・教職員から構成された審査委員会にて厳

正なる審査を行い、応募作品 84句の中から入賞作品を決定しました。 

（２）学長と教職員との懇談会（報告） 

 育児・介護休業取得への不安、取得して感じたこと、復帰への不安や課題について学長と教職 

員との懇談会を開催しました。 

（３）ダイバーシティ推進講演会（案内） 

テーマ：「LGBTQの学生・教職員に対する配慮～国際的動向と日本の現状から～」 

 日 時：10月 20日（木）14時 40分～16時 10分 

 講 師：三成美保 追手門学院大学教授、豊橋技術科学大学客員教授 

（４）冊子「ジェンダーバランスってアンバランス？」の完成（報告） 

 昨年度、STEM分野におけるジェンダーバランスに関するアンケートを 

行い、その結果をもとに意見交換会をした内容を冊子にまとめました。 

全国の高等専門学校や関係機関に配布しました。 

（５）ダイバーシティ活動支援学生企画イベント（案内） 

テーマ：「自分らしく生きる」 

 日 時：11月 10日（木）15時～16時 30分 

 企 画：ダイバーシティ活動支援学生 

 

 

担当者 ダイバーシティ推進センター事務局  與語・松原・土屋・小林 TEL:0532-44-6512 

【ダイバーシティ推進センター ＵＲＬ】  http://www.equal.tut.ac.jp/ 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 TEL:0532-44-6506 

ダイバーシティ推進センターの活動報告 
☆くるみん認定・イクボス宣言 
☆活動報告及びイベント案内 
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第 1回 11月12日 (土 ) 1 0 : 0 0 - 1 1 : 3 0

第 2回 11月26日 (土 ) 1 0 : 0 0 - 1 1 : 3 0  

第２回

講師

講師名
（所属）

豊橋技術科学大学研究推進･社会連携課 社会連携係 TEL:0532-44-6569（平日9：00-17：00）

①ホームページ申込フォーム
URL： https://www.tut.ac.jp/cooperation/ecourse.html

②下記アドレスまで申込書を添付してEmailで送付
Mail： sharen@office.tut.ac.jp

2022年度 一般公開講座

第１回 「先端センサとイオン放出デバイス」
講師：服部 敏明（電気・電子情報工学系 准教授)

電気化学イオンセンサを用いて、尿中のイオン測定や細胞周りの
イオン測定、さらには、工業用品の高分子電解質濃度の測定、
お酒のエタノール濃度の測定などを行ってきました。
現在は、イオンセンサ以外にイオン放出デバイスの開発をしてい
ます。本講義では、「水溶液中でのイオンと応答する膜について」、
「イオン濃度を測定するイオンセンサについて」、「イオンを放出す
るデバイスについて」わかりやすく紹介します。

第２回 「先端燃料電池と全固体二次電池」
講師：松田 厚範（電気・電子情報工学系 教授)

電気を利用するためには、電気を発生させる「発電装置」と電気
を貯める「蓄電装置」が必要です。現在、クリーンな発電装置とし
て注目されているのが『燃料電池』で、安全・高性能な蓄電装置
として関心を集めているのが『全固体電池』です。
本講義では、電池の基本構造を解説し、今注目の固体高分子
電解質を用いた『先端燃料電池』と硫化物固体電解質を用いた
『全固体リチウム二次電池』を紹介します。

現代人の生活において電気は欠かせません。これは、電気エネルギーが様々なエネルギーに変換できること
から、エネルギーの主たる媒体となっているためです。この講座では化学（物質の振る舞い）を電気（電子の振
る舞い）に変換する技術、またはその逆の技術を巧みに利用した最新電気化学デバイスの研究を紹介します。

問合せ先

申込フォームは
こちらのQRコードから

会場豊橋技術科学大学
A2-101講義室

定員 100 名 (申込順･要事前申込)

【対面受講20名／オンライン受講80名】

受講無料

豊橋技術科学大学 豊橋市 田原市 新城市 豊橋市教育委員会 豊橋商工会議所

申込方法

主 催 後 援

＜別紙４＞
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受付番号 受付日 月 日

受講希望
コース

ご希望講座に✓をつけてください ご希望受講形式に✓をつけてください

□11/12(土) 「先端センサとイオン放出デバイス」
□対面 □オンライン

(申込締切日:11/10)

□11/26(土) 「先端燃料電池と全固体二次電池」
□対面 □オンライン

(申込締切日:11/24)

ふりがな
氏 名

性
別

男・女
年
齢

歳

居住地

該当箇所に✓をつけてください。

□豊橋市 □豊川市 □田原市 □新城市 □蒲郡市
□湖西市 □浜松市 □その他（ ）

Ｅメール
アドレス

※オンライン受講案内の詳細は後日下記メールアドレスへご案内します

電話番号
※対面受講希望者のみ(緊急時に連絡が取れる連絡先をご記入ください)

職 業

該当箇所に✓をつけてください。

□会社員 □自営業 □教員 □公務員 □専業主婦･主夫 □無職
□大学生 □高校生 □その他（ ）

どこで講
座を知り
ましたか?

該当箇所に✓をつけてください。

□大学講座案内メール □あいちサイエンスメールマガジン
□市の広報誌 □チラシ(受取場所)（ ）
□その他（ ）

本学からの公開講座等をEメールでご案内しています。
希望される方は、右の□に✓をつけてください。 □

受 講 申 込 書

※ 太枠内は必須項目となります。記入漏れのないようお願いいたします。
※ 記載内容に不明な点がある場合は、確認のため連絡させていただく場合がございます。
※ 上記個人情報は、本講座実施運営や豊橋技術科学大学が実施する催事情報をお知らせする

目的以外には使用いたしません。
※ 新型コロナウイルス感染状況によりオンライン講義のみに変更となります。
【 オンライン受講の留意点】
・ オンライン受講ができるメールアドレスの取得、ネットワーク環境等をご確認の上、お申込ください。
・ オンライン受講案内の詳細は、各開講日の２日前までに登録メールアドレスへご連絡いたします。

①ホームページ申込フォーム

URL: https://www.tut.ac.jp/cooperation/ecourse.html

②下記アドレスまで申込書を添付してEmailで送付

Mail： sharen@office.tut.ac.jp

※申込フォームは下記QRコードからどうぞ
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＜別紙５＞ 

令和４年（2022 年）度 定例記者会見日程予定 

 

 

   第１回  ４月１３日（水） １０：３０～  

   第２回  ５月１８日（水） １０：３０～  

   第３回   ６月 9 日（木）  １０：３０～  

   第４回  ７月１３日（水） １０：００～  

   第５回  ９月１４日（水） １０：００～  

 第６回 １０月１２日（水） １０：００～  

 第７回  １１月 ９日（水） １０：００～  

 第８回 １２月１５日（木） １０：００～  

 第９回  １月１８日（水） １０：００～  

 第１０回    ３月 ９日（木） １０：００～  

 

コロナウィルス感染症拡大の状況によっては、オンラインにて開催することもあります。 

定例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。         

以上 
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